
一番の思い出は「ゼミ支援活動」。学生論文、飲み会、賞金旅行などを通し

て、「ゼミ生同士の思い出づくり」を心がけました。同じ「思い出づくり」支

援を、新設時期の心理学会でも実行して、新歓・合宿・ＢＢＱ・卒パ・卒アル

など、専ら課外活動に関心が向いていました。

学生が主な「顧客」だと考えていたので、同僚の先生方とのお付き合いには

反省点ばかりです。心理学会活動も、学生の満足感ばかりを優先して、先生方

にはご迷惑をお掛けしました（教育課程活動は先生方にお任せでした）。

「大学の先生は自由時間が多く気楽な職業」だと期待して転職したのですが、

現実は超忙しく、（９時～21時）×週６日+休日・祝日出勤の「ブラック職

場」でした。それでも（企業での営利活動と違う）社会貢献活動だと受け止め

ると全く負担感が無く、充実した幸せな教員生活でした。

「返報性の心理」。万国共通の原則で、自分自身の生活指針でもあります。

出逢おう、将来のあなたに。
伝えよう、あの頃のあなたを。
～仁科貞文先生インタビュー～

①青学・心理学科での思い出

②青学・心理学科での失敗談

③青学・心理学科で驚いたこと

④好きな心理学の現象


